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研究成果の概要（和文）：シリア東北部、ハブル川中流域に位置するテル・タバン遺跡において
2005 年 2 月から再開された国士舘大学発掘隊の調査によって大量の楔形文字アッカド語文字
資料が発掘された。本研究は、前 2 千年紀に由来するこれらの文書を解読、研究することで、
古代都市タバトゥム/タベトゥ（=現テル・タバン）とその周辺の歴史的・文化的諸相を解明し
た。それによって、同都市は、ユーフラテス中流域やティグリス中流域の有力国家 （テルカ、
アッシュル）の政治的・文化的影響下におかれながら、複雑な歴史的変遷を遂げたことが示さ
れた。 

 

 
研究成果の概要（英文）：A large number of cuneiform Akkadian texts have been discovered 

by the excavations of Kokushikan University at Tell Taban, in the north-eastern Syria, 

along the middle Habur river. In this research project, we deciphered those texts and 

studied those contents to clarify the historical-cultural aspects of the ancient city of 

Tabatum/Tabetu (=modern Tell Taban). It was revealed that the city experienced various 

historical changes under the influence of powerful neighboring kingdoms of the middle 

Euphrates (Terqa) or the middle Tigris (Assur)． 
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１．研究開始当初の背景 
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発掘隊（代表：沼本宏俊［国士舘大学体育学
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前 2 千年紀後半に由来する 150～200 点程度
と推定される楔形文字アッカド語粘土板文
書が発見された。初期的検分を行った結果、
これらの文書群は紀元前 13 世紀後半から 12
世紀初頭にかけて書かれた行政文書（受領書、
契約文書等）ならびに書簡であり、古代名を
タバトゥ/タベトゥと呼ばれたテル・タバン
を首都とする王国を領有し「マリの地の王」
を名乗った支配者たちの宮廷組織に所属す
る文書庫であることが確認された。これらの
粘土板を中心とし、テル・タバンにおいては
日本隊によって種々の楔形文字文書史料が
発見され国内外において高い注目を集めて
おり、これらを速やかに解読し、体系的研究
を開始することが求められた。 
 2005 年の粘土板文書の発見に先立ち、1997
年から 1999 年にかけて国士舘大学古代イラ
ク研究所がテル・タバンで行った発掘調査は、
主として中期アッシリア時代 (前 13-11 世
紀)の層位から楔形文字資料（71 点）を発見
していた。これらは、主として建築の際に建
築物の基礎や内部に埋められる記念埋蔵物
である円筒碑文や刻文付き焼成レンガの大
小の断片であり、建築者としての王名とその
系図および建築内容についてのデータを提
供する。これら文字資料はシュテファン・マ
ウル（ハイデルベルク大学教授）により研究
され、前 13 世紀末から前 11 世紀初頭にかけ
てテル・タバンを首都とする中規模の王国を
統治し「マリの地の王」を名乗った王達の名
と王統が明らかにされていた。本研究が研究
対象とする 2005 年出土文書は、こうした先
行研究が明らかにした政治史的枠組みに照
らして行われることでより質の高い研究成
果が約束されていた。 

上述の粘土板文書ならびに建築記念碑文
を残した中期アッシリア時代の「マリの地」
は、北メソポタミア（イラク北部、シリア北
東部）を中心とする大国アッシリアの外縁に
あって、それと密接な政治的・文化的関係を
保ちつつ自治を享受した中規模の王国であっ
た。しばしば世界最古の帝国と称される新ア
ッシリア帝国(前8-7世紀)が、その帝国形成に
先立ち顕著な領土拡張を果たした時代が中期
アッシリア時代であり、この時代は新アッシ
リア帝国成立の先駆けとなる帝国的な政治思
想と行政機構が醸成された時代と位置づける
ことができる。しかし、これまでに中期アッ
シリア時代の遺跡調査は世界的に見ても多く
はなく、この時代についての情報は僅少で、
新たな文字資料と考古資料が渇望されてきた。
テル・タバン出土文書は、こうした欠落を補
うものとして海外からも大きな注目を集める
新史料である。 
また、日本隊により発掘された楔形文字文

書史料が日本人の手によって本格的に研究さ
れた前例はなく、その意味でも、本研究は、

多くの分野でこれまで欧米諸国の後塵を拝し
て来た我が国のアッシリア学（＝楔形文字文
書研究）の活性化にとって極めて意義深い事
業と考えられた。  

 
 

２．研究の目的 

（１）本研究の当初の目的は 2005 年に発見
されダマスカス博物館に所蔵される前述の
楔形文字粘土板文書を中心とするテル・タバ
ン出土文書を整理し、写真撮影ならびに筆写
によって記録し、音訳、翻訳、および文献学
的注釈をつけ、歴史学的考察を加えることで
あった。 

（２）研究開始後、研究初年度である 2006

年度から毎年継続された国士舘大学発掘隊
の発掘調査により、更なる楔形文字文書史料
が次々と発見された。それら新たに発見され
た文書は、2005 年出土の中期アッシリア時
代粘土板文書の研究と内容的に密接に関係
し、新史料としての研究の緊急性も高いもの
であるため、こうした新たに出土する文書を
研究対象に含め 2005 年以降に出土したすべ
てのテル・タバン出土文書をシリア、ハッサ
ケ市の発掘隊宿舎ならびにダマスカス博物
館において記録、解読、研究を行うことを研
究目的として、研究計画を随時修正した。こ
れらのテル・タバン出土文書（2005 年～2009

年に出土）は以下の 3 種類に大別される：（1）
前 13世紀半ばから前 12世紀初頭までの中期
アッシリア時代粘土板文書（約 250 点）；（2）
前 14世紀末から前 11世紀初頭までの中期ア
ッシリア時代建築記念碑文（約 200 点）（3）
前 18世紀後半から前 16世紀までの古バビロ
ニア時代粘土板文書（約 30 点）である。 

 

 

３．研究の方法 

（１）山田（研究代表者）と柴田（研究協力
者）が文献研究班を組織し、沼本（発掘責任
者、研究分担者、連携研究者）と緊密に連絡
を取りつつ、夏季の発掘期間（8 月、9 月）
に毎年度シリアに渡航し、ダマスカス博物館
ならびにハッサケ市の発掘調査キャンプに
おいて出土文書史料の記録（遺物整理と番号
付け、写真撮影、ハンドコピー作成）、解読、
研究を行った。 

（２）発掘調査以外の期間には、筑波大学を
拠点に国内外の専門図書館を利用してテ
ル・タバン出土文書の研究を体系的に進めつ
つ、重要性、緊急性の高いものに関して優先
的に研究を進め、国内外の学会やワークショ
ップにおいて最新の研究成果を発表し、欧文
ならびに和文で概報ならびに論文を出版し
た。 

 

 



 

 

４．研究成果 
（１）中期アッシリア時代粘土板文書：2005

年に出土した文書（推定 150～200 点）に関
しては、大半はダマスカス博物館でクリーニ
ングが済んでおり、これらの史料の撮影、記
録、ハンドコピー作製、ならびに基礎的研究
はおおむね終了した。これによって前 13 世
紀半ば～前 12 世紀初頭におけるテル・タバ
ンの地方王宮に由来する文書庫に含まれた
文書の種類と書式（物品管理記録、書簡、契
約文書）、年代学的データ、カレンダー・シ
ステム等が解明された。これらについては、
研究協力者の柴田が英文で概報を公刊した
（2007 年）ほか、複数の論文や口頭発表で
研究を発表した。 

 研究の結果、当該の時代において、中期ア
ッシリア王国の政治的影響下にありながら、
独立した王国として自治を享受していたタ
ベトゥ市において、中期アッシリアの文書と
ほぼ同様の書式で行政文書が書かれ、アッシ
リアの紀年職（līmu）を用いた日付がつけら
れていることが明らかになる一方で、タベト
ゥ市では、アッシリアとは異なる月名からな
るローカルなカレンダーが用いられていた
という事実も明らかになった。   

 2006年に出土した27点ならびに2009年に
出土した数十点（数不明）の中期アッシリア
時代粘土板文書については、保存処理作業な
らびにクリーニングが終了していないため、
研究は今後の課題として残った。 

（２）中期アッシリア時代建築記念碑文：約
200点が 2005年以降 2009年までに出土して
おり、これらについては、ハッサケの発掘調
査キャンプにおいて、毎年、写真撮影、ハン
ドコピー作製、解読を行い、史料を記録して
きた。これらの文書の研究によって、新たに
明らかになった 4 名を加え、前 14 世紀末か
ら前 11 世紀にかけてテル・タバンを本拠地
に周囲を統治した少なくとも 12 名の領主の
名とその血脈、ならびに建設事業の詳細が明
らかになった。これに関しては、柴田と山田
による概報（2009 年）、ならびに山田と柴田
の複数の論文と口頭発表で、主要な内容を発
表した。 

（３）古バビロニア時代粘土板文書： 2005

年と 2006 年に出土した 25 点については、写
真撮影、ハンドコピー作製、解読ならびに基
礎研究を行い、これによって前 18世紀半ば、
バビロンのハンムラビ王の支配後、バビロン
に代わってユーフラテス中流域の主要都市
テルカの王権が、テル・タバン周辺を含む地
域を支配したことが証明された。これについ
ては、山田が英文で概報を出版した（2008

年）。 

 また、2007 年に 2 点、2009 年に 1 点の古
バビロニア時代の粘土板文書が発見された
が、2007 年発見の 1 点（神名表）は柴田が

公刊し（2010 年）、もう 1 点（行政文書）は
柴田と山田が概報（2009 年）でその概略を
示した。2009 年の 1 点（養子縁組契約）は、
山田が国際会議で発表した。これによって、
古バビロニア時代タバトゥム市における学
校教育、政治的・行政的状況、法文書の書式
等が明らかになった。 

（４）今後の展望：これまでの研究によって、
テル・タバン出土文書は、その大半が体系的
に整理、記録され、その概要が把握された。
こうした概要に合わせ、重要性、緊急性の高
いいくつかの文書や課題について研究を発
表し、国内外の研究者の期待にこたえること
ができた。しかし、テル・タバン出土文書の
研究はなお途上にあり、当該文書の全容の解
明には更なる系統的研究を要する。今後、こ
れまでの成果を基礎に研究を継続し、当該文
書すべての解読と研究成果をまとめた最終
報告書をシリーズとして英文で出版するこ
とが具体的な目標となる。 
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